
申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎２４８－５５５５
トレーニングルームは点検のため、11月30日（水）が休館日です。
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“マンガ県くまもと”を目指して

県内のマンガ家・クリエイターの活動を応援します
地域おこし協力隊　　安

あん

在
ざい

 渉
わたる

●問い合わせ先　合志マンガミュージアム　☎２７３－６７６６

地域おこし協力隊通信

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
安
在
で
す
。マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
拠
点
に
、
マ
ン
ガ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

く
ま
も
と
マ
ン
ガ
協
議
会

マ
ン
ガ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
に
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て『
く
ま
も
と
マ
ン
ガ
協

議
会
』に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は“
マ
ン
ガ
県
く
ま
も
と
”を
目
指
す
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
行
な
う
べ
き
か
、
各
自
治
体
や
企
業
が

集
ま
っ
て
協
議
す
る
場
で
す
。

現
在
で
は
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
像
の
活
用
方
法
や
熊
本
ゆ
か
り
の
マ
ン

ガ
家
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
、
マ
ン
ガ
家
支
援
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て

も
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
家
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
支
援

私
は
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
マ
ン
ガ
教
室
の
企
画
の
ほ
か
に
、

高
校
で
デ
ジ
タ
ル
イ
ラ
ス
ト
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若

い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
育
成
や
支
援
に
関
わ
り
た
い
・
貢
献
で
き
る
だ

ろ
う
と
思
い
、
県
内
マ
ン
ガ
家
の
支
援
を
検
討
す
る
部
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
マ
ン
ガ
家
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
熊
本
で
持
続
的

な
活
動
を
行
な
う
為
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
企
画
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
小
規
模
な
マ
ン

ガ
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
交

流
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
、
そ
の
交
流
会
に
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー（
進
行
・
調
整
役
）と

し
て
参
加
予
定
で
す
。

私
自
身
も
、
参
加
者
と
の
交
流

か
ら
今
後
の
活
動
に
関
わ
る
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

所
在
地　

合
志
市
栄
・
後
川
辺

時　
　

代　

古
墳
時
代

こ
の
塚（
古
墳
）は
後
川
辺
北
側
の
高
台

で
畑
地
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
北
側
に
は
谷
を
隔
て
て
、
泗
水
町
福

本
の
南
原
古
墳
に
向
か
い
合
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
帯
を
、
ヤ
ン
ボ
シ
古
墳
群
と

言
い
ま
す
。“
ヤ
ン
ボ
シ
”と
は
、山
伏（
修

行
僧
）が
そ
の
名
の
由
来
と
言
わ
れ
て
お

り
、
熊
本
市
西
区
に
あ
る
山
伏
塚
も“
ヤ

ン
ボ
シ
づ
か
”と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
の
形
は
円
墳
で
東
西
８
ｍ
、
南
北

７
ｍ
、
高
さ
３·

５
ｍ
、
当
初
は
14·

５
ｍ

で
周
り
に
約
２
ｍ
の
周
溝
を
巡
ら
せ
た
中

型
の
円
墳
で
し
た
が
、
昭
和
の
初
期
頃
畑
地

の
改
良
工
事
で
溝
が
埋
め
ら
れ
、
現
在
、
周

溝
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
部
の
構
造
は
石
棺
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
、
石
棺
は
お
お
む
ね
塚
の

上
部
に
安
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

通
常
、
高
い
塚
の
古
墳
は
、
誰
で
も
造

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
社
会
を

統
治
し
た
有
力
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一

般
に
眺
望
の
よ
い
丘
陵
に
造
ら
れ
た
も
の

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲左にも小さい古墳があります

合志川

● 後川辺公民館

泗水町 福本高木区
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マンガで
“ 県おこし”

協力隊

健康寿命の延伸に効果が期待できる『てんとうムシ体操』と
『みつばち体操』を楽しく体験してみませんか。
席に座ってできる簡単な手足の運動や、かかとやひざを動かす体操です。

と　　き	 11月25日（金）　午前10時15分～正午
	 （受け付けは午前9時45分～）
と こ ろ	 総合センター「ヴィーブル」文化会館
	 ※当日はマスクを着用し、筆記用具をお持ちください

申込方法	 ヴィーブル窓口　※当日参加も可能

日本レクリエーション　インストラクター　德
とく

永
なが

 泰
やす

子
こ

さん

健康寿命100歳プロジェクトの一環として、転倒と尿失禁を予防する『てんとうムシ体
操』と『みつばち体操』の普及に尽力。

本市を中心に熊本県下で活躍する人気のインストラクター。

受 講 料
無 料

講　師

11月

市民講座 元気づくり体験講座

いつまでも元気でいたいと、誰もが思う
～てんとうムシ体操、みつばち体操と出会って～

令和４年度　第４回ふるさと探訪まちめぐりバス
『熊本博物館と修復中の熊本城を巡る』

第２回（10月４日）に実施した同企画の申込者が多かったため、同じ内容で再度実施します。
リニューアルオープンした熊本博物館では、数多くの展示品の見学とプラネタリウムの星空体験を行ないます。

熊本城では、案内ボランティアと共に、熊本地震で大きな被害を受け修復中の熊本城の石垣や、近隣の文化
財を見学し、修復が完了した熊本城天守閣へも登ります。動きやすい服装でご参加ください。

と　き	 12月14日（水）　午前８時～午後４時30分
	 ※少雨決行

ところ	 ①�御代志市民センター玄関前 
（集合）午前８時30分 
（解散）午後４時頃

②�ヴィーブル玄関前 
（集合）午前８時10分 
（解散）午後４時頃

内　容　・熊本博物館（プラネタリウム体験含む）

・二の丸公園

・わくわく座（城彩苑・昼食）

・修復中の熊本城の石垣とその周辺文化
　財の見学（熊本城天守閣登楼）

参 加 費　2,000円（入場料ほか、昼食代別）

対　　象　市内在住の人（30人）
※応募者多数の場合は抽選

申込方法　電話（生涯学習課　☎️２４８－５５５５）

申込期限　11月30日（水）午後5時

誰もがムリなく
楽しくできる
体操だよ

▲県全体のマンガ振興にも貢献できるよう頑張ります




